
プレゼンティーズム
の減少
（SPQ）

目標：�� . �％ 健康診断有所見率
目標：��％

健康投資施策の
取組状況に関する指標

様々な効果に関連する健康投資

健康関連の
最終的な目標指標

健康経営の目標KG I

定期健診特定健診受診率
���％

有所見者率
��％

ストレスチェック受検率
��％

セルフケア研修受講率
���％

ラインケア研修受講率
���％

運動習慣改善イベント
参加率　��％

満足度
��％

食生活改善イベント
参加率　��％

イベント後の継続率
��％

ヘルスリテラシー研修
参加率　��％

理解度
��％

二次検査受診率
��％

特定保健指導実施率
��％

高ストレス者率
�％

理解度
��％

メンタルヘルス不調による
休職者数前年減

ショートワーキングデー活用促進
毎月�回以上

長時間労働アラート
毎月�回以上

年次有給休暇取得促進
毎月�回以上

両立支援各制度の理解度
（育児・介護・治療）

各��％

ショートワーキングデー活用率
��％

平均残業時間
��時間/月

年次有給休暇取得率
��％

両立支援各制度の満足度
（育児・介護・治療）

各��％

体制
・産業保健体制
・保健師による健康支援（社内）
・健康相談窓口の設置（社外専門家）
・管理栄養士による食事改善（社外）

制度
・人間ドック費用補助
・インフルエンザ予防接種費用補助
・薬剤費用/自己啓発費用補助
・メンタルヘルスマネジメント資格取得支援
・置き型社食サービスの導入
・フレックスタイム勤務制度
・ショートワーキングデー
・在宅勤務制度
・休暇取得評価制度

調査・分析
・社員健康経営アンケートの実施
・全拠点ストレスチェックの実施
・エンゲージメント調査の実施

施策・イベント
・健康増進イベントの開催（年�回）
・健康関連セミナーの開催（不定期）
・メンタルヘルス研修の実施

１．特定保健指導実施率の向上
　➡重要性周知と実施勧奨の実施
２．メンタルヘルス不調による休職の未然防止
　➡メンタルヘルス研修の実施、ストレスチェック結果を活用した職場改善

健康経営の浸透状況
・健康経営アンケート結果のフィードバック
・経営トップによる業務運営方針内で
　健康経営推進計画を周知

方針実現のための体制・環境
・健康経営責任者による推進統括
・健康経営推進担当者の配置
・各事業部選抜メンバーによるプロジェクト
・健康経営アドバイザーによるサポート

サポート、組織的支援（POS）,WSC等
・保健師と連携した健康サポート
・管理栄養士による食生活改善サポート

システム
・健康管理システムの導入
・コミュニケーション促進のための
　チャットツール導入

ヘルスリテラシー向上研修の実施

ショートワーキングデーの取得推進

フレックスタイムの活用促進

年次有給休暇の取得推進

育児・介護・治療と仕事の
両立支援への取組

健康投資効果 �� � �年度

健康風土の醸成社員の健康課題

健康経営の
推進方針従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

ヘ
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定期健診、二次検査、
特定保健指導の受診勧奨

メンタルヘルス研修の実施

ストレスチェックの活用

健康増進イベントの開催

健康投資

社員一人ひとりの心身

の健康を重要な経営資

源と捉え、健康で生き

生きと働ける土壌をつ

くることで、社員各々

が最大限のパフォーマ

ンスを発揮し、期待を

超える価値を提供する

活力ある組織を目指す

経営方針

～ Mi s s i o n ～

「人」の可能性と新たな

価値を追求し、

ともに今を超えていく

～ V i s i o n ～

「人」と「医療」

そして「ヘルスケア」の

未来を創るパートナーへ

～ Va l u e ～

何事にも誠実に。

私たちは「人」に向き

合います。

重点項目への健康投資施策 健康経営目標へのアプローチ施策

社員の健康課題を
解消する

高ストレス者率
目標�％

最大限のパフォー
マンスを発揮でき
る環境を整える

会社への帰属意識
（職業性ストレス簡
易調査No��スコア）

目標：� . �

働きやすい環境を整
備し、優秀な人材の
獲得と定着を図る

アブセンティーズム
の減少

目標：�.�日/人

ワークエンゲージ
メントの向上
目標：�.�

社員定着率の向上
（�年以内定着率）
目標：��％


